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(57)【要約】
本発明は、装置、付属装置、方法、及びそれらに関する
コンピュータプログラム製品、更に装置及び付属装置を
含むシステムの関する。装置は少なくとも１つのプロセ
ッサと、コンピュータプログラムコードを含むメモリを
備える。付属装置は、少なくとも１つの電源ピンと信号
ピンを有するインタフェースと、信号ピンを介してバッ
テリのバッテリ識別抵抗体に接続されるように構成され
る抵抗手段を備える。装置は更に、少なくとも１つの電
源ピンとバッテリ識別ピンを有するインタフェースと、
バッテリ識別ピンに関連する抵抗を検出し、検出された
抵抗に基づいて、装置に付属装置が装着されたかを決定
するように構成される検出手段を備える。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの電源ピンと信号ピンを有するインタフェースと；
　前記信号ピンを介して別の装置のバッテリのバッテリ識別抵抗体に接続されるように構
成される抵抗手段と；
を備える装置であって、前記抵抗手段は更に、前記バッテリのバッテリ識別抵抗体にかか
る電圧を変化させるために、前記装置の充電状態に基づいて該抵抗手段の抵抗を変化させ
ることによって、データを示すように構成され、前記抵抗の第１の値は、前記装置が前記
電源ピンに電力を供給していることを示し、前記抵抗の第２の値は、前記装置が前記電源
ピンに電力を供給していないことを示す、装置。
【請求項２】
　前記抵抗手段は、少なくとも１つの抵抗体を備え、前記バッテリ識別抵抗体と並列接続
されるように構成され、前記少なくとも１つの抵抗体の抵抗は、付属装置に関連する少な
くとも１つのパラメータを示す、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記抵抗手段は複数の抵抗体を備え、前記複数の抵抗体は、前記信号ピンを介して前記
バッテリのバッテリ識別抵抗体と並列接続されるように構成され、前記複数の抵抗体の各
々は、付属装置に関連する少なくとも１つのパラメータを示す、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記付属装置はデバイス用カバーである、請求項２又は３に記載の装置。
【請求項５】
　前記付属装置はワイヤレス充電器を備える、請求項２から４の何れかに記載の装置。
【請求項６】
　少なくとも１つのプロセッサと、コンピュータプログラムコードを含むメモリとを備え
、
・　少なくとも１つの電源ピンとバッテリ識別ピンを有するインタフェースと；
・　前記バッテリ識別ピンに関連する抵抗を検出し、前記検出された抵抗に基づいて、前
記装置に付属装置が装着されたかを決定するように構成される検出手段と；
・　前記検出された抵抗に基づいて充電標示を表示する表示手段と；
を更に備える装置であって、前記抵抗の第１の値は、前記付属装置が前記電源ピンに電力
を供給していることを示し、前記抵抗の第２の値は、前記付属装置が前記電源ピンに電力
を供給していないことを示す、装置。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの抵抗体の抵抗は前記付属装置の少なくとも１つのパラメータを示
す、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記付属装置は前記装置用カバーである、請求項６又は７に記載の装置。
【請求項９】
　前記付属装置は、前記インタフェースに接続されるワイヤレス充電器を備える、請求項
６から８の何れかに記載の装置。
【請求項１０】
　装置と付属装置を含むシステムであって、
　前記装置は、少なくとも１つのプロセッサと、コンピュータプログラムコードを含むメ
モリとを備え、
　前記付属装置は、少なくとも１つの電源ピンと信号ピンを有するインタフェースと、前
記信号ピンを介して前記装置のバッテリのバッテリ識別抵抗体に接続されるように構成さ
れる抵抗手段とを備え、
　前記装置は更に、少なくとも１つの電源ピンとバッテリ識別ピンを有するインタフェー
スと、前記バッテリ識別ピンに関連する抵抗を検出し、前記検出された抵抗に基づいて、
前記装置に付属装置が装着されたかを決定するように構成される検出手段とを備え、
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　前記抵抗の第１の値は、前記付属装置が前記電源ピンに電力を供給していることを示し
、前記抵抗の第２の値は、前記付属装置が前記電源ピンに電力を供給していないことを示
し、
　前記装置は更に、前記検出された抵抗に基づいて充電標示を表示する表示手段を備える
、
システム。
【請求項１１】
　コンピュータプログラムコードを含むコンピュータプログラムであって、前記コンピュ
ータプログラムコードは、少なくとも１つのプロセッサで実行されると、少なくとも１つ
の電源ピンと信号ピンを有するインタフェースと、前記信号ピンを介して別の装置のバッ
テリのバッテリ識別抵抗体に接続されるように構成される抵抗手段とを備える装置に、
　前記バッテリのバッテリ識別抵抗体にかかる電圧を変化させるために、前記装置の充電
状態に基づいて該抵抗手段の抵抗を変化させることによって、データを示させるように構
成され、
　前記抵抗の第１の値は、前記装置が前記電源ピンに電力を供給していることを示し、前
記抵抗の第２の値は、前記装置が前記電源ピンに電力を供給していないことを示す、
コンピュータプログラム。
【請求項１２】
　データをシグナリングする方法であって、
　付属装置は、少なくとも１つの電源ピンと信号ピンを有するインタフェースと、前記信
号ピンを介して別の装置のバッテリのバッテリ識別抵抗体に接続されるように構成される
抵抗手段とを備え、
　前記方法は、前記バッテリのバッテリ識別抵抗体にかかる電圧を変化させるために、前
記付属装置の充電状態に基づいて該抵抗手段の抵抗を変化させることによって、データを
示すことを含み、前記抵抗の第１の値は、前記付属装置が前記電源ピンに電力を供給して
いることを示し、前記抵抗の第２の値は、前記付属装置が前記電源ピンに電力を供給して
いないことを示す、
方法。
【請求項１３】
　コンピュータプログラムコードを含むコンピュータプログラムであって、前記コンピュ
ータプログラムコードは、少なくとも１つのプロセッサで実行されると、少なくとも１つ
の電源ピンとバッテリ識別ピンを有するインタフェースとを備える装置に、
　前記バッテリ識別ピンに関連する抵抗を検出することと；
　前記検出された抵抗に基づいて、前記装置に付属装置が装着されたかを決定することと
；
　前記検出された抵抗に基づいて充電標示を表示することと；
を実行させるように構成され、前記抵抗の第１の値は、前記装置が前記電源ピンに電力を
供給していることを示し、前記抵抗の第２の値は、前記装置が前記電源ピンに電力を供給
していないことを示す、コンピュータプログラム。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、付属装置と装置の間のシグナリングに関する。また本発明は、そのための方
法、システム、コンピュータプログラム製品にも関連する。
【背景】
【０００２】
　ワイヤレス充電は、電磁誘導を利用して無線でエネルギー転送をする一つのアプリケー
ションである。ワイヤレス充電システムには、一次コイルを備えた充電装置、即ちパワー
・トランスミッタと、二次コイルで充電される装置、即ちパワー・レシーバ）が含まれる
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。充電装置内の電流は、こうした電磁結合されたコイルを通じて被充電装置に流れ、誘導
電流が更に処理をされて、被充電装置のバッテリを充電するのに使われる。エネルギーは
誘導結合を通じ充電装置から被充電装置に伝達される。被充電装置は伝達されたエネルギ
ーをバッテリ充電に使用してもよく、直接電力として使用してもよい。
【０００３】
　携帯電子機器の充電装置など現在の充電装置の傾向は、バッテリ駆動型のワイヤレス誘
導充電装置である。こうした充電装置は様々な環境での使用に適しており、充電器の電気
ケーブル用の壁面電気コンセントを見つける必要がなく、ケーブルで携帯電子機器を充電
器に接続する必要もない。
【０００４】
　現在のソリューションでは、低価格スマートフォンへのワイヤレス充電の実装は比較的
高価である。
【摘要】
【０００５】
　そこで、ワイヤレス充電等に利用可能な優れた方法と、そうした方法を実装する技術装
置が発明された。本発明の種々の態様には、独立請求項に記載されている事項を特徴とす
る方法、装置、システム、及びコンピュータプログラムを格納するコンピュータ可読媒体
が含まれる。また、本発明の様々な実施形態が従属請求項に示されている。
【０００６】
　第１の態様によれば、少なくとも１つの電源ピンと信号ピンを有するインタフェースと
、前記信号ピンを介してバッテリのバッテリ識別抵抗体に接続されるように構成される抵
抗手段を備える装置であって、前記抵抗手段は更に、前記バッテリのバッテリ識別抵抗体
にかかる電圧を変化させることによって、データを示すように構成される装置が提供され
る。
【０００７】
　第２の態様によれば、非一時的コンピュータ可読媒体に具現化され、コンピュータプロ
グラムコードを含むコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプログラム
コードは、少なくとも１つのプロセッサで実行されると、装置であって、少なくとも１つ
の電源ピンと信号ピンを有するインタフェースと、前記信号ピンを介してバッテリのバッ
テリ識別抵抗体に接続されるように構成される抵抗手段を備える、前記装置に、前記バッ
テリのバッテリ識別抵抗体にかかる電圧を変化させることによって、データを示させるよ
うに構成されるコンピュータプログラム製品が提供される。
【０００８】
　第３の態様によれば、データをシグナリングする方法であって、付属装置は、少なくと
も１つの電源ピンと信号ピンを有するインタフェースと、前記信号ピンを介してバッテリ
のバッテリ識別抵抗体に接続されるように構成される抵抗手段を備え、前記方法は、前記
バッテリのバッテリ識別抵抗体にかかる電圧を変化させることによって、抵抗手段からデ
ータを示すことを含む方法が提供される。
【０００９】
　実施形態によっては、前記抵抗手段は、少なくとも１つの抵抗体を備え、前記バッテリ
識別抵抗体と並列接続されるように構成され、前記少なくとも１つの抵抗体の抵抗は、付
属装置に関連する少なくとも１つのパラメータを示す。
【００１０】
　実施形態によっては、前記抵抗の第１の値は付属装置が前記電源ピンに電力を供給して
いることを示し、前記抵抗の第２の値は付属装置が前記電源ピンに電力を供給していない
ことを示す。
【００１１】
　実施形態によっては、前記抵抗手段は複数の抵抗体を備え、前記複数の抵抗体は、前記
信号ピンを介して前記バッテリのバッテリ識別抵抗体と並列接続されるように構成され、
前記複数の抵抗体の各々は、付属装置に関連する少なくとも１つのパラメータを示す。
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【００１２】
　実施形態によっては、前記付属装置はデバイス用カバーである。
【００１３】
　実施形態によっては、前記付属装置はワイヤレス充電器を備える。
【００１４】
　第４の態様によれば、少なくとも１つのプロセッサと、コンピュータプログラムコード
を含むメモリを備え、少なくとも１つの電源ピンとバッテリ識別ピンを有するインタフェ
ースと、バッテリ識別ピンに関連する抵抗を検出し、検出された抵抗に基づいて、装置に
付属装置が装着されたかを決定するように構成される検出手段を更に備える装置が提供さ
れる。
【００１５】
　第５の態様によれば、非一時的コンピュータ可読媒体に具現化され、コンピュータプロ
グラムコードを含むコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプログラム
コードは、少なくとも１つのプロセッサで実行されると、装置であって、少なくとも１つ
の電源ピンとバッテリ識別ピンを有するインタフェースを備える、前記装置に、 前記バ
ッテリ識別ピンに関連する抵抗を検出することと；前記検出された抵抗に基づいて、前記
装置に付属装置が装着されたかを決定することを実行させるように構成されるコンピュー
タプログラム製品が提供される。
【００１６】
　第６の態様によれば、少なくとも１つの電源ピンとバッテリ識別ピンを有するインタフ
ェースを備える装置によって、付属装置のパラメータを決定することと；バッテリ識別ピ
ンに関連する抵抗を検出することと；検出された抵抗に基づいて、装置に付属装置が装着
されたかを決定することを含む方法が提供される。
【００１７】
　実施形態によっては、前記少なくとも１つの抵抗体の抵抗は前記付属装置の少なくとも
１つのパラメータを示す。
【００１８】
　実施形態によっては、前記抵抗の第１の値は付属装置が前記電源ピンに電力を供給して
いることを示し、前記抵抗の第２の値は付属装置が前記電源ピンに電力を供給していない
ことを示す。
【００１９】
　実施形態によっては、前記付属装置は装置用カバーである。
【００２０】
　実施形態によっては、前記装置は、前記検出された抵抗に基づいて充電標示を表示する
表示手段を備える。
【００２１】
　実施形態によっては、前記付属装置は、前記インタフェースに接続されるワイヤレス充
電器を備える。
【００２２】
　第７の態様によれば、装置と付属品を含むシステムであって、前記装置は、少なくとも
１つのプロセッサと、コンピュータプログラムコードを含むメモリを備え、前記付属品は
、少なくとも１つの電源ピンと信号ピンを有するインタフェースと、前記信号ピンを介し
てバッテリのバッテリ識別抵抗体に接続されるように構成される抵抗手段を備え、前記装
置は更に、少なくとも１つの電源ピンとバッテリ識別ピンを有するインタフェースと、前
記バッテリ識別ピンに関連する抵抗を検出し、前記検出された抵抗に基づいて、前記装置
に付属品が装着されたかを決定するように構成される検出手段を備えるシステムが提供さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　本発明に関する種々の実施形態は、添付の図面を参照して以下で詳しく説明する。
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【図１】装置の実施例を略ブロック図として示す。
【図２】装置のレイアウトの実施例を示す。
【図３】バッテリと送受信機の間のインタフェースの実施例を示す。
【図４】利用可能なバッテリサイズインジケータ（ＢＳＩ）インタフェースを用いたスマ
ートカバー検出の実施例を示す。
【図５】スマートカバーにおける複数の機能を検出する実施例を示す。
【図６】増設バッテリを有するスマートカバーの実施形態を示す。
【図７】ワイヤレス充電用に構成されるカバーの実施形態を示す。
【図８】装置とワイヤレス充電（ＷＬＣ）カバーの間のインタフェースの実施例を示す。
【図９】バッテリとＢＳＩインタフェースを示す略ブロック図の例を示す。
【図１０】装置と背面カバーの実施例実施例を示す。
【図１１】装置における方法の実施例をフローチャートとして示す。
【例示的実施形態の説明】
【００２４】
　図１には、装置の実施例が示されている。装置１５１は、メモリ１５２、少なくとも１
つのプロセッサ１５３・１５６、メモリ１５２内に配置されたコンピュータプログラムコ
ード１５４を備える。図１の実施例に従う装置はまた、ビデオ等イメージデータをキャプ
チャする１つ又は複数のカメラ１５５・１５９を有する。カメラ１５５・１５９のうちの
１つは、例えばＩＲ（赤外線）カメラでもよい。装置は更に、音声を収録する１つ、２つ
又はそれ以上のマイクロフォン１５７・１５８を備えてもよい。装置は更に、装置とその
周辺との間の関係性についての感知データを生成するセンサを備えてもよい。装置は更に
、単一ビューや立体ビュー（２つのビュー）、マルチビュー（２を超えるビュー）を表示
する１つ又は複数のディスプレイ１６０を備えてもよい。ディスプレイ１６０の何れか１
つは、装置の背面カバーに少なくとも部分的に延在していてもよい。装置１５１は更に、
ユーザが装置とやり取りできるようにするインタフェース手段（例えば、ユーザインタフ
ェース）を備えてもよい。ユーザインタフェース手段は、次の構成：ディスプレイ１６０
、キーパッド１６１、音声制御、又は他の構成の何れか１つ又は複数を用いて実装される
。装置は、例えば無線又は有線ネットワークを通じて情報の送受信を可能にする通信ブロ
ック（図１には示さず）を用いて、別のデバイスに接続するように構成されてもよい。
【００２５】
　図２には、例示的実施形態に従う装置のレイアウトが示されている。装置２１０は例え
ば、無線通信システムにおける携帯端末（携帯電話、スマートフォン、カメラデバイス、
タブレットデバイス等）や他のユーザ装置である。本発明の実施形態は、パーソナルコン
ピュータやラップトップコンピュータのような任意の電子機器又は装置の中に実装されて
もよい。
【００２６】
　図２に示す装置２１０は、装置を組込んで保護するハウジング２３０を備えてもよい。
ハウジング２３０は少なくとも１つの背面カバーから成る。装置２１０は更に、液晶ディ
スプレイ等の形態でディスプレイ２３２を備えてもよい。本発明の他の実施形態では、デ
ィスプレイは画像やビデオを表示するのに適した任意適当なディスプレイ技術によるもの
である。装置２１０は更に、キーパッド２３４や他のデータ入力手段を備えてもよい。本
発明の他の実施形態では、任意適当なデータインタフェースやユーザインタフェースの機
構が用いられてもよい。例えば、ユーザインタフェースはタッチセンサ式ディスプレイに
属する仮想キーボードやデータ入力システムとして実装されてもよい。装置はマイクロフ
ォン２３６や、デジタルまたはアナログ信号の任意適当な音声入力を備えてもよい。装置
２１０はまた、音声出力デバイスを備えてもよく、本発明の実施形態では次の何れか１つ
でもよい：イヤホン２３８，スピーカ，アナログ音声またはデジタル音声出力接続。図２
の装置２１０はバッテリも備える。実施形態に従う装置は、他のデバイスと短可視距離通
信する赤外線ポートを備えてもよい。他の実施形態では、装置２１０は更に、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ（登録商標）無線通信接続や近距離無線通信（ＮＦＣ）接続、ＵＳＢ／Ｆｉｒｅ
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Ｗｉｒｅ有線接続等のような任意適当な短距離通信ソリューションを備えてもよい。実施
形態に従う装置２１０はカメラを備えるか、無線又は有線でそれに接続される。
【００２７】
　バッテリサイズインジケータ（ＢＳＩ）は、バッテリ３１５のタイプを検出するために
携帯電話３１０（即ち、送受信機）で用いられるインタフェース機能であり、この機能は
抵抗体の抵抗値に基づいている。図３には、ＢＳＩ接続の基本ブロック図が示されている
。ここで、「ＶＢＡＴ」コネクタはバッテリ電圧の出力ピン、「ＧＮＤ」コネクタはグラ
ンド、「ＢＳＩ」コネクタはバッテリサイズインジケータ用の信号ピンである。「ＡＤＣ
」はアナログ・デジタル変換器を表わし、「ＶＡＤＣｒｅｆ」はＡＤＣ基準電圧を表わす
。
【００２８】
　本実施形態は、（例えば携帯電話のような）電源管理ＩＣに電源入力が１つしかない装
置に対して低コストでワイヤレス充電（ＷＬＣ）カバーを実装するためのものである。以
下では、こうした装置用のＷＬＣカバーという文脈で、本発明の幾つかの実施形態が記述
される。ただし、本発明がＷＬＣカバーのみに限定されないことに留意しなくてはならな
い。実際に、特定の装置に対して実施形態毎にそれぞれ異なる任意の機能カバーが含まれ
、そうしたカバーの特性の検出も必要となる。
【００２９】
　こうした実施形態によれば、ＢＳＩインタフェース機能は、１つ（又は複数）の抵抗体
をＢＳＩインタフェースに並列接続することによって拡張される。こうして、装置は、新
たな付属製品がインタフェースに接続されるときにその検出が可能となる。こうした付属
装置とその機能の実施例には、例えばスマートカバーアタッチメントやスマートカバーモ
デル／タイプ、Ｎ種類の機能／動作を有するスマートカバー、増設バッテリを有するスマ
ートカバー、ワイヤレス充電対応のスマートカバー等がある。
【００３０】
　例えば、スマートカバーアタッチメントはＢＳＩインタフェースから検出されてもよい
。別の実施例として、ＢＳＩインタフェースに並列接続される相異なる抵抗値を有するス
マートカバーのモデル／タイプは、ＢＳＩインタフェースから検出されてもよい。また別
の実施例として、スマートカバーはＮ種類の相異なる機能／動作を有してもよく、各機能
／動作は同一のＢＳＩインタフェースを用いて装置とのやり取りが可能である。また更な
る実施例として、こうしたカバー又はシェルが増設バッテリを内蔵していてもよい。また
更なる実施例として、カバー又はシェルがワイヤレス充電機能を内蔵していてもよく、バ
ッテリを直接充電してもよい。
【００３１】
　前述した最後の実施例のように、シェル／カバーはワイヤレス充電を可能にするように
構成される。これは、少なくとも低価格の携帯電話にとっては利点がある。こうした実施
形態では、シェル／カバーは電話機のバッテリを直接充電するように構成される。ワイヤ
レス充電機能は電話機のカバー／シェルに実装され、このカバー／シェルでエンドユーザ
の充電が可能になってもよい。こうした充電は、電話機にバッテリが接続されるときに行
われる。これを実装するために、ワイヤレス充電は、電話機のバッテリ回路と並列接続し
た電話機のバッテリに接続される。さらに電話機は、ベースエンジンにワイヤレス充電イ
ネーブラを備える。ワイヤレス充電イネーブラは、カバー／シェル用に追加電源ピン（Ｖ
ＢＡＴ）、グランド（ＧＮＤ）、信号ピン（ＢＳＩ）の接触部を備えるように一般化され
てもよい。電話機は更に、例えばイネーブル又はディセーブルの信号によってシェル／カ
バーのワイヤレス充電機能を制御する手段を備えてもよい。
【００３２】
　この着想を利用する様々な実施例は以下で開示される。
【００３３】
　図４には、利用可能なＢＳＩインタフェースを用いたスマートカバー検出の実施例が示
されている。くわえて、こうしたカバーのモデル及び／又はタイプは、種々のモデル／タ
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イプがそれぞれ異なる抵抗値R(A)を有する場合に検出可能である。この検出は、装置にあ
って、バッテリタイプ検出に用いられるＢＳＩインタフェースから実行される（図３を参
照）。例えば、装置がスクリーンテーマの色をカバーの色に合わせられた後、その色が抵
抗値Aで標示されてもよい。図４では、機能A（抵抗値A, R(A)）を有する小型カバー／シ
ェル４００が示されている。装置４１０はバッテリ、バッテリタイプ R(BSI)を検出する
検出ユニット、R(A)を装着したカバーを備える。装置４１０は更に、少なくともシステム
の電源管理、バッテリ充電、充電インタフェースに関して機能する電源管理ユニット（Ｐ
ＭＵ）を備える。
【００３４】
　図５には、図４のものよりも多くの機能／動作を有するスマートカバー／シェルの実施
形態が示されている。各機能は、同一のＢＳＩインタフェースを用いて装置とやり取りし
てもよい。スマートカバー／シェル５００は―機能A (R(A))に加えて―機能B (R(B))，…
，機能N-1 (R(N-1))及び機能N (R(N))を備える。こうして、装置５１０の検出ユニットは
、バッテリタイプ(R(BSI))、装着されるカバー(R(A))、機能B，…，機能N-1及び機能Nを
検出するように構成される。スマートカバーの機能は、抵抗R(A)からR(N)の組合せによっ
て標示されてもよい。こうした組合せは、例えば２以上の抵抗R(A)からR(N)を並列又は直
列に配置したり、並列抵抗と直列抵抗を組み合わせたりして実装されてもよい。装置５１
０は更に、少なくともシステムの電源管理、バッテリ充電、充電インタフェースに関して
機能する電源管理ユニット（ＰＭＵ）を備える。
【００３５】
　図５の実施形態では、第１の機能が図４に示されたものでもよい。ここでカバーの色は
、装置がスクリーンテーマの色を合わせられるように抵抗値Aで示される。第２の機能（B
）は、例えばフリップカバー標示でもよい。こうしたフリップカバー標示は、保護蓋がス
クリーンに被さっている（オン）か外れている（オフ）かを示すように構成される。抵抗
R(B)の並列接続は、保護蓋がオンであるかを示し、それによって装置は、省電力のために
にディスプレイをオフにすることができる。保護蓋がオフであるかが示されると、装置は
ディスプレイを再びオンにすることができる。
【００３６】
　図６には、増設バッテリを有するスマートカバー６００の実施形態が示されている。図
６から分かるように、カバー／シェル６００は内蔵バッテリを備え、この内蔵バッテリは
装置６１０のバッテリに追加される。抵抗体は、増設バッテリがオンR(ON)であるかオフR

(OFF)であるかを示すように構成され、このオン／オフは、増設バッテリが電源ピン（Bat
t+/Batt-）に給電しているかどうかに対応する。増設バッテリが接続されていない場合、
R(BSI)は装置のバッテリの抵抗値で、例えばBL-4Uバッテリでは100kΩである。増設バッ
テリが安全に接続されると、装置のバッテリ容量を倍増することができる。装置６１０の
検出ユニットは、バッテリタイプ、装着されるカバー、接続されるバッテリを検出するよ
うに構成される。
【００３７】
　図７には、ワイヤレス充電（ＷＬＣ）用に構成されるカバー／シェル７００の実施形態
が示されている。抵抗体 R(OFF)は、ＷＬＣ回路が付属されているかを示す。カバー／シ
ェル７００は、ＷＬＣ回路の充電状態に基づいて、抵抗体R(BSI)に並列接続される抵抗（
又はインピーダンス）を変化させるように構成されてもよい。例えば図７に示されるよう
に、ＷＬＣ回路からの給電が、抵抗体R(ON)をR(ON)及びR(BSI)と並列接続するスイッチを
生じさせてもよい。別の実施例（図示せず）では、抵抗体R(ON)が抵抗体R(OFF)に直列接
続されてもよい。これに基づいて、装置７１０はユーザに正しい充電標示を示すことがで
きる。バッテリカバー／シェルが接続されていない場合、R(BSI)は装置のバッテリの抵抗
値で、例えばBL-4Uバッテリでは100kΩである。一方、バッテリカバー／シェルが接続さ
れているがワイヤレスで充電していない場合、R(BSI)は装置のバッテリの抵抗値で、例え
ばBL-4Uバッテリでは100kΩであり、 例えば20kΩのR(OFF)も並列で存在する。したがっ
て、装置７１０で測定される抵抗値は約16.67kΩである。この抵抗値は次式から得られた
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：
【数１】

【００３８】
　さらに、カバー７００のバッテリが接続され、ワイヤレスで充電している場合、R(BSI)
は装置７１０のバッテリの抵抗値で、例えばBL-4Uバッテリでは100kΩであり、 例えば20
kΩのR(OFF)も並列で存在し、更に例えば100kΩのR(ON)も並列で存在する。その結果、装
置で測定される抵抗値は約14.3kΩである。この抵抗値は次式から得られた：

【数２】

【００３９】
　装置７１０の検出ユニットは、バッテリタイプ、装着されるＷＬＣカバー、ＷＬＣ電源
のオン／オフを検出するように構成される。
【００４０】
　本発明の実施形態では例として抵抗体の利用が記述されているが、この抵抗体は、信号
（ＢＳＩ）ピンに流れる電流量を調節可能な、電流ソース又は他のコンポーネントのよう
な任意の抵抗手段を含むように一般化されてもよい。
【００４１】
　実施例によれば、ワイヤレス充電カバーは既存のバッテリ背面カバーと交換可能である
。ワイヤレス充電カバーは、例えばテキサス・インスツルメンツ（Texas Instruments）
が販売するbq51050B充電コントローラを有してもよい。これは、ワイヤレス電力伝送用の
直流リチウムイオン充電コントローラデバイスである。安全のため、こうした充電制御は
更に、独立したバッテリ温度感知を有していてもよい。充電回路と温度監視機能に応じて
、充電電圧と温度は特定の温度領域のみに制限される必要もある（例えば、4.1Vであれば
温度範囲は0oCから+45oCまでである）。その結果、例えば極端な温度環境でバッテリをフ
ル充電しないようにすることができる。このように、ＷＬＣカバーは装置のバッテリを独
立して直接充電するように構成され、ＷＬＣカバーを装置のＰＭＵ（充電回路）に接続す
る必要はない。こうして、ＷＬＣシェルは装置のバッテリに（直接バッテリの正負接触部
に）並列接続することができる。
【００４２】
　図８には、電話機とＷＬＣカバーの間のインタフェースが示されている。当然ながら、
ＢＳＩの並列接続によって、ＷＬＣカバー／シェルが設置される時点、それに次いで充電
が継続している時点を装置に簡単・確実かつ低コストで知らせることができる。図８は装
置８１０とスマートカバー８００を示している。
【００４３】
　図９には、バッテリの正負とＢＳＩインタフェースを示す略ブロック図が示されている
。図９は充電有効／無効制御を示しており、装置のベースバンドエンジンが電話機からＷ
ＬＣシェルまでの有効／無効制御を行う。これは、装置のベースバンドエンジンがＷＬＣ
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充電の終了を決定するとその通りになることを意味する。そのためのトリガーは、例えば
ＶＢＵＳをアクティブにする（即ち、ＵＳＢ充電が継続している）ことでもよく、あるい
は、ビデオ表示やナビゲーション、その他電力消費が大きく熱を発する任意の処理中にベ
ースバンドエンジンが発熱している。こうした状況では、オペレーティングシステムの温
度、又は装置やバッテリの表面の温度は最大値に達する。このため、装置はワイヤレス充
電の無効化を決定することができる。
【００４４】
　本実施形態を用いれば、ワイヤレス充電だけでなく―これは前述したことであるが―元
の付属装置を認証することができる可能性もある。これによって、特定の１つ又は複数の
モデルのみを許可することができ、他のものは拒否されることになる。また、カバー／シ
ェルの抵抗値は他のパラメータを通知することもでき、磁力計やＩＨＦスピーカ、アンテ
ナ等のような性能の規格化に影響を及ぼす。さらに、元の付属装置が認証されてもよい。
【００４５】
　装置におけるインタフェースの接触部は、カバー／シェルが外されたときに見えるよう
になってもよい。図１０を参照すると、背面カバー１０２５がなく、バッテリ１０２０と
インタフェース接触部１０３０を有する装置１０１０が示され、インタフェース接触部は
少なくとも１つの電源ピンとバッテリ識別ピンを備える。インタフェース接触部は見えな
くてもよい。この実施例の背面カバーは、ワイヤレス充電器１０４０、装置のバッテリイ
ンタフェース１０３０との接続部１０３５を備えるＷＬＣシェルである。接続部は少なく
とも１つの電源ピンと信号ピンを備える。
【００４６】
　装置のユーザインタフェースにおけるワイヤレス充電用の充電標示は、有線充電と同様
に実装することができる。ワイヤレス充電が電源管理ユニットの外側に実装され、電流が
バッテリゲージに流れないとしても、同様に行うことができる。装置がワイヤレスで充電
されていることを装置自体が分かっていて、バッテリの電圧と電流が測定されるため、こ
うした情報は、シェル側からワイヤレス充電を検出するのに利用することができる。こう
して、バッテリゲージに電流が流れないときでも、充電中であることを示すことができる
。あるいは、ワイヤレス充電付属カバーに追加内蔵される充電標示ＬＥＤ（発光ダイオー
ド）を用いて、ワイヤレス充電標示を実装することも可能である。
【００４７】
　図１１には、装置で実行される方法の実施例を表わすフローチャートが示されている。
この方法では、バッテリ識別ピンに関連する抵抗が検出される。検出抵抗は、装置に付属
装置が装着されたかの決定に用いられる。次いで装置は、付属装置が示す任意の動作を実
行する。こうした動作は、図４、５、６、７を参照して開示された実施例の何れかでもよ
い。
【００４８】
　　種々の実施形態には有利な点がある。例えば、電話機にはワイヤレス充電器イネーブ
ラがあるため、電話機にＭｕｘ ＩＣ（マルチプレクサ集積回路）と他のコンポーネント
がなくてもよい。それによって、ワイヤレス充電に関する電話機のコストも削減すること
ができる。また、電話機のベースバンドエンジンの発熱も減らせる。ＷＬＣ（ワイヤレス
充電）シェルによって完全充電が行われると、ベースバンドＰＭＵ（電源管理ユニット）
でのロスも生じない。さらに、元の付属装置の認証も可能となる。例えば、バッテリＢＳ
Ｉインタフェースを使用するＷＬＣシェルを認証することができる。これにより、ＢＳＩ
はシェルの色を電話機に通知することができる。他のパラメータ（例えば、磁力計やＩＨ
Ｆスピーカ、アンテナ等のような性能の規格化）も同様に通知することができ、元の付属
装置が認証されてもよい。また、正常電圧セル対高電圧セルが通知されたり制御されたり
する見込みもある。さらなる利点として、低コストバッテリシェルを作成するために同じ
インタフェースを使用することもできる。
【００４９】
　本発明の様々な実施形態は、メモリに存在するコンピュータプログラムコードを用いて
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実装でき、関連する装置に本発明を遂行させられる。例えば、装置は、データの処理・送
受信を行う回路及び電子装置と、メモリにコンピュータプログラムコードと、プロセッサ
を備え、プロセッサは、コンピュータプログラムコードを実行すると、装置に本実施形態
の構成を遂行させてもよい。
【００５０】
　本発明の実施形態は、本明細書に紹介したものに限定されるものではないことは当然で
あり、請求項の範囲内で様々に変形されうるものであることは明らかである。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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